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裏面紹介   
◇ 連合、2022春季生活闘争山場に向け 

各種集会開催 

◇ 高校生平和大使戦跡ウォーク 他 

３
月
３
日
、
Ｅ
Ｉ
（
教
育
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）

は
緊
急
の
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支

援
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
、
多
く
の
避
難
民
を
受
け
入
れ
て

い
る
隣
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
よ
る
現
地
報
告
の
概
要

で
す
。 

 

◆
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
現
地
報
告 

「
２
月
24
日
ロ
シ
ア
が
侵
攻
開
始
。
ベ
ラ
ル
ー
シ

国
境
を
越
え
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
プ
ー
チ
ン
は
侵
略

者
で
あ
る
。
午
前
５
時
に
爆
音
が
聞
こ
え
た
。
市
民

の
住
居
、
学
校
、
幼
稚
園
な
ど
教
育
施
設
も
攻
撃
対

象
に
な
っ
て
い
る
。
軍
事
施
設
の
な
い
市
、
町
も
爆

撃
を
受
け
て
い
る
。
子
ど
も
、
老
人
を
助
け
る
た
め

に
、
何
十
万
人
も
の
難
民
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
離
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
キ
エ
フ
で
は
地
下
鉄
や
地
下
室
に

隠
れ
て
い
る
。
私
も
自
宅
の
地
下
室
か
ら
メ
ー
ル
を

打
っ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
何
と
か
プ
ー
チ

ン
・
ロ
シ
ア
の
嘘
で
は
な
く
真
実
を
世
界
に
広
め
よ

う
と
努
め
て
い
る
」（
Ｔ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｕ
国
際
部
長
） 

 

◆
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
現
地
報
告 

「
難
民
は
何
十
万
人
に
も
の
ぼ
り
、
対
応
す
る
当
局

で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
難
民
希
望
の
電
話
が
鳴
り

や
ま
な
い
。
受
け
入
れ
も
徐
々
に
困
難
に
な
っ
て
い

る
。
難
民
の
中
の
教
職
員
の
支
援
を
Ｚ
Ｎ
Ｐ
と
し
て

開
始
し
、
ま
た
、
難
民
の
子
ど
も
の
幼
稚
園
・
学
校

を
紹
介
し
通
学
・
通
園
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
よ
う
に

支
援
し
て
い
る
。
逃
れ
て
き
た
子
ど
も
に
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
文
化
を
尊
重
し
た
学
校
生
活
を
保
障
で
き
る

よ
う
に
も
と
り
く
ん
で
い
る
。
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
対
す
る
経
済
的
な
支
援
、
特
に
戦
争
後
の
支
援
が

必
須
で
あ
る
。
難
民
を
受
け
入
れ
て
い
る
国
に
対
し

て
も
財
政
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。
教
職
員
と
し

て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
だ
け
で
な
く
ロ
シ
ア
の
な
か
ま
も

支
援
し
民
主
的
な
価
値
観
を
広
め
る
役
割
を
推
進

し
た
い
。
ロ
シ
ア
の
な
か
ま
も
同
じ
教
職
員
で
あ

る
。
ロ
シ
ア
の
中
に
も
身
の
危
険
が
及
ん
で
い
る
人

が
い
る
」              

  

（
Ｚ
Ｎ
Ｐ
委
員
長
） 

 
 

ま
た
、
Ｅ
Ｉ
副
会
長
を
務
め
る
日
教
組
・
清
水
委

員
長
は
「
日
教
組
は
２
月
25
日
に
書
記
長
談
話
を
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ウクライナ支援に関し緊急執行委員会開催 
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発
出
し
、
軍
事
的
行
為
は
い
か
な
る
理
由
が
あ
ろ
う

と
も
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
述
べ
た
。
日
本

で
は
、
一
部
の
政
治
家
が
戦
争
の
放
棄
を
規
定
す
る

憲
法
９
条
の
改
憲
議
論
に
拍
車
を
か
け
よ
う
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、『
武
力
で
平
和
は
つ
く
れ
な
い
』

こ
と
は
イ
ラ
ク
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現
状
を
み

れ
ば
明
ら
か
で
あ
り
、
日
本
政
府
は
、
人
道
的
支
援

を
行
う
と
と
も
に
事
態
打
開
に
む
け
て
対
話
に
よ

る
外
交
的
解
決
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
に
働
き
か
け

て
い
く
べ
き
。
さ
ら
に
核
兵
器
の
使
用
を
ほ
の
め
か

し
て
い
る
ロ
シ
ア
に
対
し
て
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

と
し
て
、
強
く
自
制
を
求
め
て
い
く
べ
き
。
ま
た
、

戦
争
は
最
大
の
人
権
侵
害
で
あ
る
。
今
こ
そ
、
平
和

教
育
の
重
要
性
を
改
め
て
発
信
し
て
い
き
た
い
。
日

教
組
は
、
韓
国
Ｋ
Ｔ
Ｕ
、
中
国
教
育
工
会
と
平
和
教

育
に
つ
い
て
の
集
会
を
開
催
し
て
い
る
。
３
か
国
の

教
職
員
が
学
び
合
い
、
戦
争
中
の
事
実
を
子
ど
も
に

伝
え
、
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
ズ
ン
と
し
て
未

来
志
向
の
考
え
方
に
つ
な
が
る
平
和
教
育
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
人
々
、
そ
し
て
ロ
シ
ア
国
内
で
勇
敢
に
も
自
国

の
政
府
に
反
対
の
意
思
を
表
明
し
て
い
る
人
々
に

敬
意
を
表
す
。
連
帯
の
印
と
し
て
、
日
教
組
は
組
合

員
の
自
主
的
な
カ
ン
パ
等
か
ら
約
１
５
，
０
０
０
ユ

ー
ロ
（
約
２
０
０
万
円
、
国
際
連
帯
カ
ン
パ
お
よ
び

国
際
交
流
資
金
特
別
会
計
よ
り
拠
出
）
を
Ｅ
Ｉ
連
帯

基
金
に
拠
出
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。『
教
え
子
を

再
び
戦
場
に
送
る
な
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
連

合
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
と
も
に
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
抗
議
し
、
平
和
を
望
む
多
く
の
広
範
な

市
民
と
連
帯
し
、
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
戦
争
や
軍
事
的

行
為
等
を
許
さ
な
い
と
り
く
み
を
す
す
め
て
い
く
」

と
発
言
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
Ｅ
Ｉ
は
３
月
11
日
に
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
（E

I 
M

em
b
ers 

In
fo

rm
atio

n
 S

essio
n
 o

n
 U

k
rain

e

）」を
開
催
し
ま
し

た
。
Ｅ
Ｉ
お
よ
び
日
教
組
は
、
今
後
も
全
世
界
の
教

職
員
の
連
帯
の
も
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
援
を
す

す
め
る
と
と
も
に
、
即
時
停
戦
と
平
和
的
秩
序
の
回

復
を
め
ざ
し
て
と
り
く
み
を
強
化
し
ま
す
。 

   
EI(Education International) 

教育インターナショナル。世界の教職員組合からなる国際組織。 

現在17８の国および地域の、就学前学校から大学におよぶ３８３ 

の全国組織労働組合・協会に属する組合員・会員約３２００万人 

を組織している。  https://www.ei-ie.org/en 
 
TUESWU 

（Trade Union of Education and Science Workers of Ukraine） 

ウクライナ教育科学労働者組合。約１４０万人の教育労働者を代表するウクラ

イナ最大の教職員団体。ＥＩ加盟組織。 https://pon.org.ua/info-english/ 
 
ZNP 

（Zwiazek Nauczycielstwa Polskiego/Polish Teachers’ Union） 

 ポーランド教職員組合。帝政ロシア支配下にあった１９０５年に結成、ポーラン

ド最古・最大の教職員団体。ＥＩ加盟組織。  https://znp.edu.pl/o_nas/about-us/ 

 

国際連帯カンパ・子どもの人権連カンパ 
に引き続きご協力をお願いします 

 
ウクライナの子どもたちや教職員および、避難民を受け入れ教育・生活

保障に奔走する周辺諸国の教育関係者の支援強化のために、引き続き国

際連帯カンパ・子どもの人権連カンパへのご協力をお願いします。 
 

国際連帯カンパ…１００円   子どもの人権連カンパ…５０円 
 

集約締切（第２次）  ２０2２年６月１１日（土） 
 
☆ご家族・職場のなかまにも協力を呼びかけてください。 
  分会でとりまとめ、各支部で集約、または直接書記局 
  に送金・ご持参ください。 
   右の二次元コードを読み取り、PayPayでカンパする 
こともできます。 
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兵高教は、子どもたちの学びと教職員の生活に関わる情報を、迅速かつ正確にお届けします。 

連
合
、
２
０
２
２
春
季
生
活
闘
争 

  
山
場
に
向
け
各
種
集
会
開
催 

 

３
月
７
日
、
連
合
は
「
２
０
２
２
春
季
生
活
闘
争 

政
策
・
制
度 
要
求
実
現
３
・
７
中
央
集
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
本
集
会
は
、
２
０
２
２
春
季
生
活
闘

争
の
ヤ
マ
場
（
３
月
15
日
～
17
日
）
に
向
け
て
、

回
答
引
き
出
し
の
決
意
固
め
お
よ
び
「
働
く
こ
と
を

軸
と
す
る
安
心
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
政
策
・
制

度
要
求
実
現
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
目
的
と
す
る
も
の

で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
国
で
３
，
８

５
６
人
が
参
加
し
、
回
答
引
き
出
し
に
向
け
た
熱
い

決
意
表
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
に
先
立
ち
、
連
合
兵
庫
も
３
月
５
日
に
「
２

０
２
２
春
季
生
活
闘
争 

政
策･

制
度
要
求
実
現
総

決
起
集
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
３
月
８
日
の
「
国
際
女
性
デ
ー
」
に
は
「
連

合
２
０
２
２
春
季
生
活
闘
争
３
・
８ 

国
際
女
性
デ

高校生平和大使・神戸空襲戦跡ウォーク 
３月１３日（日）、第２４代高校生平和大使サポートメンバーに大阪の平

和大使も加わり、支援団体有志とともに「神戸空襲を記録する会」の小

城さんの案内による神戸空襲戦跡ウォ

ークを行いました。 

 大倉山公園中央図書館前を起点に詳

しい解説を聴きながら右記のコースを歩

きました。 

 兵庫県の高校生平和大使とサポーとメ

ンバーは、核兵器廃絶を求めるとともに、

各地の戦争被害について発信するとりく

みも行っています。 

 みなさまの支援・ご協力をお願いします。 

 

大倉山公園内 

高射砲台跡 

伊藤博文銅像台座 

「教育勅語」３０周年碑 

「神戸空襲を忘れない 

‐いのちと平和の碑」等 

  ↓ 

八宮神社（六宮神社） 

   空襲の痕跡 

  ↓ 

日本基督教団神戸教会  

敷石に残る空襲の跡 

  ↓ 

兵庫県公館 

  ↓ 

神戸ムスリムモスク 

↓ 

生田神社・生田の森 

空襲体験者・西阪順三さん 

のお話 

  

ー 

全
国
統
一
行
動
中

央
集
会
」
も
行
わ
れ
ま

し
た
（
い
ず
れ
も
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
）。 

兵
高
教
も
執
行
部

を
中
心
に
こ
れ
ら
の

集
会
に
参
加
し
、
働
く

な
か
ま
と
連
帯
し
て

と
り
く
み
を
す
す
め

る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。 

 

連合兵庫・福永会長あいさつ（3/5） 

パネルディスカッション「女性と政治」（3/8）    ３・７中央集会（3/7） 

日政連・第 26回参議院議員選挙候補予定者 

 

兵高教 年度当初の学習会日程 
 

■ 第１回臨採者学習会～採用試験対策講座①～ 

と き：４月２日（土）１０:００～１２:００ 

ところ：神戸市教育会館５０２号室 
 
■「資格の学校ＴＡＣ」採用試験対策講座①② 
と き：４月９日（土）１０:００～１２:００ 

内容：①教職教養１・②教職教養２（３月１２日実施分の録画視聴） 

ところ：神戸市教育会館５階・書記局会議スペース 
 
■「資格の学校ＴＡＣ」採用試験対策講座③④ 
と き：４月１６日（土）１０:００～１２:００ 

内容：③教職教養３・④教職教養４（３月２６日実施分の録画視聴） 

ところ：神戸市教育会館５階・書記局内会議スペース 
 
※TAC の講座は参加費５００円/講座です。なお、組合員はすべて

無料で受講できます（当日加入可）。 

採用試験受験予定のみなさんに案内・周知をお願いします。 


